
 

 

  



 

 

  



 

 

はじめに 

 

 

 

 

本市の人口は、昭和３５年に約２０万人まで増加しピークを迎え、当時のまちには多くの

人が行き交い、にぎわいや活気があふれていましたが、昭和３０年代後半から本市に支店を

構えていた銀行等の撤退が相次ぎ、一時は斜陽のまちと呼ばれていました。 

しかしその後、小樽運河の整備を契機として、小樽の歴史や文化が見直され、豊かな自然

と歴史的資源が醸し出すその美しい景観やまちなみは訪れる人々を魅了し、現在では年間

７００万人以上の観光客が訪れています。 

その一方で、本市の人口は減少の一途をたどり、国の推計によると令和２２（２０４０）

年にはピーク時の約１/３まで減少し、また同時に高齢化も進むことが予測されています。 

こうした将来の人口規模等を鑑みますと、このままの市街地の広がりでは、これまでどお

りの公共サービスを維持することが困難になるものと考えられ、将来の人口規模や人口構

造に適応した都市構造に見直していく必要があります。 

本計画は４０年先を見据え、地域の特性を生かしながら、時間をかけて緩やかに、一定の

区域内に居住や都市機能を集めていこうとするものであります。 

計画を実現するためには、行政だけでは難しく、市民の皆様と協働で取組んでいくことが

必要です。 

この計画が協働の取組により我々の次の世代、さらにはその次の世代の方々がこの『小樽』

というまちに住み続けて行くことができる都市づくりに役立つものと考えております。 

本計画の策定に当たり、多くの意見や御提言をいただきました市民の皆様、また熱心に御

審議いただきました策定委員の皆様に、心から感謝を申し上げます。 

 

 

令和７年３月 

 

小樽市長 迫 俊哉 
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